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神戸大学大学院医学研究科 外科系講座 

災害・救急医学分野 業績集 (2023) 
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邦文原著 
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ロバイオータと Critical Care Nutrition 栄養管理のパラダイムシフトと未来. ICU と

CCU. 2023;47:191-196. 

37. 小谷 穣治, 山田 勇, 高橋 路子, 高山 和之, 杉本 貴史, 陳 美仁子, 高田 

健司, 庄司 忠生, 稲田 雅美. 【集中治療における診療報酬改定を読み解く】早

期からの回復に向けた取組への評価 早期栄養介入管理加算. ICU と CCU. 

2023;47:385-391 
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史人, 川崎 達也, 神津 玲, 近藤 豊, 齊藤 正和, 櫻本 秀明, 佐々木 信幸, 

佐浦 隆一, 中村 謙介, 大内 玲, 岡本 菜子, 岡村 正嗣, 栗原 知己, 栗山 

明, 松石 雄二朗, 山本 憲督, 吉廣 尚大, 矢坂 泰介, 安部 諒, 飯塚 崇仁, 

井上 拓保, 内山 侑紀, 遠藤 聡, 大倉 和貴, 太田 浩平, 大塚 貴久, 岡田 
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遊平, 山本 夏啓, 劉 啓文, 若林 侑起, 渡辺 伸一, 米倉 寛, 中西 信人, 高

橋 哲也, 西田 修, 日本集中治療医学会集中治療早期リハビリテーション委員

会. 重症患者リハビリテーション診療ガイドライン 2023. 日本集中治療医学会雑

誌. 2023;30(Suppl.2):S905-S972. 

40. 中西 信人. 呼吸筋萎縮・機能障害の評価と予防. 人工呼吸. 2023;40:143-149. 

41. 井上 茂亮. 【集中治療後症候群(PICS)-重症患者・周術期患者の長期予後改善

をめざして-】PICS とは何か. 外科と代謝・栄養. 2023;57:43-47. 

42. 中西 信人. 【集中治療後症候群(PICS)-重症患者・周術期患者の長期予後改善

をめざして-】ICU-AW とその後. 外科と代謝・栄養. 2023;57:48-52. 

43. 中西 信人. 【もう迷わない!ICU での考え方、動き方 薬剤や機器の使い方、循

環・呼吸管理まで、全体像を掴める ICU 研修の地図】(第 1 章)総論 ICU とはど

んなところ? ICUで行っている理学療法について教えてください。レジデントノート. 

2023;25:1924-1931. 

44. 井上  茂亮 . 【FIX PICS 集中治療後症候群の予防と治療】はじめに  Post 

intensive care syndrome 提唱から 10 年,最新知見と今後の方向性. 救急医学. 

2023;47:607-612. 

45. 中西 信人. 【FIX PICS 集中治療後症候群の予防と治療】PICS を防ぐ/治す 早

期リハビリテーション,神経筋電気刺激療法. 救急医学. 2023;47:685-691. 

46. 篠原 史都, 飯田 有輝, 森沢 知之, 山内 康太, 小幡 賢吾, 神津 玲, 河合 

佑亮, 井上 茂亮, 西田 修. 重症患者の入院関連能力障害と退院後における

介護予防の必要性との関連 . 日本呼吸ケア・リハビリテーション学会誌 . 

2023;32:84-90. 

47. 井上 茂亮. 【ICU で遭遇する免疫異常】(Part 1) 総論 集中治療医が知っておき

たい臨床免疫学  persistent inflammation, immunosuppression, and catabolism 

syndrome の免疫学  PIICS の特徴と免疫療法 ,そして栄養療法について . 

Intensivist. 2023;15:581-588. 

 

  



7 

  

受賞 

48. 小谷穣治. ベストティーチャー賞. 2023年 3月 

49. 山田 勇. ベストティーチャー賞. 2023年 3月 

50. 井上 茂亮. 第50回日本集中治療医学会学術集会 English session 部門賞. 受

賞演題 "Post-intensive care syndrome worsens long-term prognosis in patients with 

sepsis" 2023年 3月 2日 

51. 中西信人. 神戸大学優秀学生賞. 2023年 3月 15日. 顕著な業績を挙げた大学

院生を表彰する賞 

52. 大野 雄康. 2023年 6月 1日 最優秀演題賞 (救急・ICU) 日本麻酔科学会第 70

回学術集会. 受賞演題: 大野 雄康, 他. STAT3 シグナル特異的阻害薬、C188-

9はマウスにおいて熱傷誘導性骨格筋萎縮を改善する. 

53. 大野 雄康. 2023年 6月 16日 神戸大学 令和 5年度「優秀若手研究者賞」. 卓

越した業績を挙げた若手研究者が、将来神戸大学の研究リーダーとして活躍す

ることを期待し、また若手研究者らの活性化を図るため、その研究結果・積み重

ねに対して表彰を行う賞 

54. 大野 雄康. 2023 年 7 月 6 日 会長賞 第 29 回侵襲とサイトカイン研究会 受賞

演題: 大野 雄康, 他. STAT3 シグナルの制御に注目した熱傷誘導性骨格筋萎

縮の新規治療戦略. 

55. 井上 茂亮. Best Presentation Award. Asian Society of Surgical Metabolism and 

Nutrition (ASSMN 2023). 受賞演題: Decreased oral protein intake in subacute 

phase is associated with PICS occurrence and poor long-term survival after sepsis-A 

single-center prospective observational study. 2023年 7月 6日.  

56. 中西信人. 日本集中治療医学会第 7 回関西支部学術集会 奨励賞. 受賞演題: 

ICU 入室時における超音波を用いた上腕筋厚測定はサルコペニア評価に有用

か. 2023年 7月 29日.  

57. 兼田 圭介. 2023 年日本救急医学会科学論文賞 優秀症例報告賞 受賞論文: 

兼田 圭介, 大野 雄康*(corresponding author)，宮崎 勇輔, 遠山 ⼀成, 山田 

勇, 井上 茂亮, 小谷 穣治. ダビガトラン過量服薬に対するイダルシズマブの静

脈内投与：血漿中ダビガトラン濃度と血液凝固能の関連性 . 日救急医会誌 . 

2023; 34: 6-11. 2023年 11月 28日 

58. 藤浪好寿. 2023年 日本蘇生学会「優秀論文賞」 受賞論文. 藤浪好寿, 杉山隼, 

佐藤圭路, 切田学, 井上茂亮, 小谷穣治: 外因傷病者において救急救命士によ

る病院前静脈路確保と現場滞在時間の延長は 関連しない. 蘇生 2023, 42:16-

19. 日本蘇生学会 2023年 11月 17日・18日 


